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研究成果の概要（和文）：子どもを対象にタブレットパソコンに表示される4種の表情（喜び・悲しみ・驚き・
怒り）を評価する課題とAQ（自閉傾向）を実施した結果、35%の強度の喜び表情と自閉傾向に相関が示された。
さらに、成人を対象にマスク着用時の表情識別の難易度を調査した結果、喜びと怒り表情の識別が特に難しいこ
とが明らかになった。質問紙調査では、子どものエゴレジリエンスがコロナウィルスへの恐怖感と不安定型アタ
ッチメントと正に相関し、身体・社会・情緒の安定性がエゴ・レジリエンスに正の影響を与えることが示され
た。また、両親からの拒絶感が大学生の現在の不安・抑うつ、引きこもり、身体症状を有意に予測することが確
認された。

研究成果の概要（英文）：In this project, children and adults were asked to evaluate four types of 
facial expressions (happiness, sadness, surprise, anger) displayed on a tablet PC, along with 
administering the Autism-Spectrum Quotient (AQ). The results showed a correlation between a 35% 
intensity of happy facial expressions and autism tendencies. Additionally, an investigation into the
 difficulty of identifying facial expressions while wearing masks revealed that recognizing happy 
expressions became particularly challenging. The questionnaire studies confirmed that feelings of 
rejection from parents significantly predicted anxiety, depression, withdrawal, and physical 
symptoms. Moreover, ego-resiliency showed a negative correlation with fear of the coronavirus and 
insecure attachment styles, as well as a positive correlation with secure attachment styles. It was 
also demonstrated that stability in physical, social, and emotional aspects of self-concept 
positively influenced ego-resiliency.

研究分野：社会心理学

キーワード： 親子関係　アタッチメント　レジリエンス　表情認知　養育スタイル　自己概念　青年期　ウェルビー
イング
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
子どもや成人どちらにおいても表情識別能力が自閉傾向やアタッチメントと関連し、レジリエンスはネガティブ
な自己概念や不安定なアタッチメントから個人を守る役割を果たすことが明らかになった。良好な社会関係を築
くためには、相手の気持ちを感じ取る能力が必要であり、情動認知と関連する表情認知は他者理解において重要
な役割を担うと考えられる。また、怒り顔の表情識別能力の性差には文化や歴史的背景が関与している可能性が
あり、学術的に新しい知見をもたらした。これらの結果は、対人コミュニケーションに困難を抱える個人を支援
するために、教育・福祉の現場での支援に役立つ可能性が期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

社会性とは，人間が社会において他者との関係を維持し円滑に維持するものである。現代の社会

では，引きこもり，“空気が読めない”，“キレる”，などという子どもの問題が取り沙汰されて

おり，それらはコミュニケーション能力や社会性が大きく関連していると考えられている。良好

な社会関係を築くためには相手の気持ちを感じ取る能力が必要であり，情動認知と関連する表

情認知は他者理解において重要な役割を担う機能を有する。Ekman ら(1975)は，表情の普遍性を

主張しながらも，家庭や環境，文化等によって，後天的に学習する“知識”として位置付けてい

る。自閉症(ASD)は，社会性や他者とのコミュニケーション能力に困難が生じる発達障害の一種

であり，自閉症患者は社会的不適応なケースが多い。また，自閉症者のソーシャルスキルは，年

齢と経験により変化すると考えられている（Baron-Cohen, 2017)。さらに自閉症患者だけでな

く，健常な子どもや成人にも自閉症の傾向を有するケースが報告されている。例えば，対人コミ

ュニケーションにおいて，自閉度の高い成人健常者は自閉度の低い健常者に比べて他人の口の

動きを読み取れない傾向があり，それゆえ視覚からの影響を受けにくいということが示された

(Ujiie et al, 2011, JCSS)。共感性尺度において，冷淡さの得点が高いほど驚き表情に鈍感，

被影響性が高いほど悲しみ・嫌悪表情に敏感な傾向にあり(吉田・熊田,2010)，成人女性が男性

よりも表情識別能力が優位に敏感であることを示された(吉田ら,2009）。これらの結果から，他

者の表情を読み取り，感情を理解する方法は，ヒトの社会的コミュニケーションを向上するため

の一つのアプローチとして有益だと考える。 

 

２．研究の目的 

本研究では，ヒトの社会性とウェル・ビーイングの発達社会的要因を検討することを主な目的と

する。始めに，表情識別課題を用いて他者の心情の推測はヒトの自閉傾向と関連するのかを調べ

る。次に，親の養育・アタッチメント・スタイルが子どものウェルビーイング（メンタルヘルス

やレジリエンス）に与える影響を調べる。 

 

３．研究の方法 

本研究では，主に顔の表情識別能力を調べる課題行動実験と質問紙調査を実施した。 

課題１「表情識別能力と自閉傾向の関連性」では，29名の小学６年生と成人 36 名を対象にタブ

レットパソコンに表示される 4種の表情（喜び・悲しみ・驚き・怒り）を評価する表情識別課題

と AQ（自閉傾向）を実施した。 

課題２「マスク着用が表情認知に及ぼす影響」では，18～24 歳の大学生 61名を対象に，マスク

着用時の表情識別課題と自閉傾向(AQ)を調べる調査を実施した。 

課題３「両親からの養育態度とメンタルヘルスの関連性」では，大学生 308 名を対象に，質問紙

（E M B U:Egna Minnen Beträffande Uppfostran, A S R: Adult Self Report）を実施した。 

課題４では「自己概念とレジリエンスの関連性」では，418 名の中学生を対象に，自己概念（S D 

Q I I-S：Self-Description Questionnaire-II for Short）とエゴ・レジリエンス（E R-89）の

調査を実施した。さらに，ウェブ調査を行い，エゴレジリエンス(ER-89:Ego-Resiliency-89),コ

ロナウィルスへの恐怖感(Fear of Covid-19),RQ(Relationship Questionnaire)の調査を実施し

た。 

 



４．研究成果 

課題１「表情識別能力と自閉傾向の関連性」では，35%の強度の喜び表情とAQ得点が相関を示し

た。また，悲しい顔の読み取りが苦手な子どもはコミュニケーションの問題が高い傾向にあるこ

とが明らかになった。小学生と成人の比較では，成人群が子ども群に比べて35%の「悲しみ」と

「怒り」，20%の全表情において有意に高い正答率を示した。本研究の限界点は，サンプルサイズ

の小ささと，20％の顔の課題は子どもの対象者には難し過ぎたところである。 
課題２ではマスク着用時の表情識別課題を実施したところ，マスク着用が表情の読み取り

を難しくすること，その影響の大きさは表情ごとに異なることが明らかになった。特に喜び表情

は，他の表情よりもマスク着用により識別が難化する可能性が示され，相手に好意や温かさを伝

えるポジティブ表情である喜び（笑顔）が認知されにくいことは，対人コミュニケーションに弊

害をもたらすと考えられる。AQ総合得点および下位尺度得点と各表情識別閾の間に複数の有意

な正の相関が見られたことから，部分的にではあるが，自閉傾向の高い人ほど表情認知能力が低

い可能性が示された。また，AQ下位尺度「想像力」得点が」低いほど，マスクを着用した「怒

り」表情の読み取りが苦手であるという結果が出た。この結果は，自閉傾向のある人が怒り表情

の識別を苦手とすることを報告した先行研究（e.g., 若松, 1989; Green & Guo, 2006）を支持し

ている。本研究が示したマスク着用時における表情認知と自閉傾向の関連性は新たな知見であ

るといえる。 
課題３「両親からの養育態度とメンタルヘルスの関連性」では，幼少期に受けた両親から

の拒絶感が大学生の現在の不安・抑うつ，引きこもり，身体症状を有意に予測することが確認さ

れた。また，親と子の性別によって養育スタイルとメンタルヘルスの相関パターンが異なること

が示された。青年期後期の個人が受けた親からの養育に関する記憶が，現在のメンタルヘルスの

問題に寄与している可能性があることが示唆された。本研究の知見はメンタルヘルスの問題を

防ぐための社会政策の観点の一つとなることから，さらなる検討が必要となる。 

課題４「自己概念とレジリエンスの関連性」では，自己概念の下位尺度とレジリエンスに

有意な正の相関が認められた。中学2年生は，１年生と３年生よりも自己概念の得点が有意に低

買った。身体・社会・情緒に関する自己概念の安定性がエゴ・レジリエンスに強く影響すること

がわかった。ウェブ調査では，家族の人数の多いほど子どもはコロナへの恐怖感を高く感じてい

ることが明らかになった。小学5−６年生の女子が男子と中学生男女に比べコロナへの恐怖感を

有意に高く感じていることがわかった。また，エゴレジリエンスがコロナウィルスへの恐怖感と

不安定型アタッチメントに負の相関，安定型と正の相関を示した。安定型アタッチメントの度合

いの子どもが高いエゴ・レジリエンスを有し，コロナへの恐怖感が低いことが明らかになった。 

表情認知に関する本研究で得られた知見は，COVID-19収束後においても，医療・福祉現

場におけるマスク着用時の円滑なコミュニケーションの実現，教育や福祉の現場で自閉傾向な

どの発達障害や精神疾患を抱える個人の支援に役立つことが期待される。アンケート調査の結

果，養育スタイルはメンタルヘルスに関連し，レジリエンスはネガティブな自己概念や不安定な

アタッチメントから個人を守る役割を果たす可能性があることが明らかになった。中学生を対

象にER-89 とSDQⅡ-Sを使⽤する調査は,「⽣徒の内⾯的な個⼈情報を教員間で物理的に共有す
ることができるため，より深く⽣徒を理解でき，問題点の早期発⾒や問題解決までの適切なアプ
ローチができる」という点である。これをうけ，教員からみた⽣徒像と⽣徒⾃⾝の⾃⼰評価がど
のように関連しているのかを測ることもできると考えられる。本研究の結果は，対人コミュニケ

ーションや教育・福祉の現場での支援に役立つ可能性が期待される。 
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